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を理論的に見出した｡(榊 州 すなわちdiffusion這odeが 1本のスペク トル
ではなくなって2つに分かれdouble七になって(るoLかしこれらはいずれ
もモーメン ト展開の方法でしかも展開を途中で打切るという近似を行っているo









bAhjCWell-mdlecl且esをとる｡ここで ｢一次元j とい うのは一枝と鮮方向の
coupling を無視したということで完全な一次元ではないO




















Qoic)=3r7 , 01tC)=V/2 万 4C





ような近似を行なうoすなわち､ i=>4 になる 瑚享.すべて-1に等しいと
するO また､13=三一T(0<r<1)とするOこれは,Kacの第 1近似 といわれ
るものであるC この近似は大変思い切った近似であるが､高い次数の固有函数







･2(C2一言)(C弓 )十cc(♂ 一事 1(C12-か
β- 号(1-r)
さらにtl)式をフリーエ変換するo
Hct-/- dT/班are-iむT+ikrrh如 fc)一一く>〇 一(>くつ
その結果､(4)式とあわせてfl)式は
2

























1- 差 f= e~ edc
1 3
･十2cv+2(C2三 )(V2-i)+Pc(C2｢ )ⅤCJ三 )
Ⅴ-C + ig
ここで Ⅴ=o/汰,g=nor/k
さらに (1ユ) 式ほ変形 されて














この節において diffuBion modeを問題にするOそのために､Vニ ー iu









I= I- 上 空 dc=iBf - j
-♂










これ らを用いると､ (12)式 は､ Sをパラメーターとする4次方程式になる｡
puA･ Åes)u3･(2+言p)u2･言At･S)u･1- 0 (19)
ただし
AtSl- β.S･{2(82･喜)鍋 -2 S}/ia(S2十号)i(a)- (82+1"
f伺〒2eS2駄 fc(S)










(i) ♂- y3 すなわち }3…-r-0













zlは､ diffusionmod.eに対応 し､よく知 られた､好一deお.を持っているo
F2は熱流であるO
*





実線が､ (19)式の正確な辞､点線が,モーメン ト展開を熟流 までで切った
近似における解である｡









熟龍 とdiffusionmOdeが､あるkのところセ一致するとい うことがな く､
C1が純虚数の ままー別々にImQ)-一皿Qになってしま うC すなわち､conもinuⅦn







Fig.-I.1 ~方程式 (19)の解,T… ia･
をい くらましても､dolblet は得られず､その所に､個別運動と区別できな
くなるQ ところが,展開を途中で切る近似においては,Pの値によらず､常に
ある波数以上でdoubleも がでて くる｡ Fig.2にdoubleも の存在乾固を斜
線で示してある｡実線部分が (19)式から求めたもの､点綬部分が､展開を途
中で切った近似から求めた ものである｡ このように,後者の近似は熟流の
relaxaもionもime に よらず常にdouble七 を得るが､前者においては､ r
の値によっては､doub-leも が現われないoすなわち衝突演算子の固有値 スペ
















裳. 揺れつづけ温度勾配の逆転がおこりうる｡そして, doublet かあらわれる.
熟流 と丘ifflBionmodeのdampingの和はほは一定と考えられるので,
展開を熟淀 までで切る近似においては､ diffusionmodeのdaⅢpingが増
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